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SSH 生徒研究発表会 ( 横浜 )

平成２５年8月7日(水)～8日(木)の２日間にかけて，横浜

市みなとみらいのパシフィコ横浜で，平成２５年度スーパー

サイエンスハイスクール生徒研究発表会が開催されました。

日程

第１日 ８月７日（水） ９：００～１８：００

○全体会（開会式，講演，オリエンテーション等）

○ポスター発表

○代表発表校選出（平成２３年度指定校から選出）

第２日 ８月８日（木） 9：0０～１５：0０    

○全体会（代表発表校による口頭発表，講評及び表彰，

閉会等）

○ポスター発表

SSH生徒研究発表会 アブストラクト

2305 作新学院高等学校

Sakushin Gakuin High School
釉薬の発色 ～金属によって色づく益子焼～

The coloring of glaze ～Mashiko ware colored by metal～
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Komuro Misaki, Akiyama Haruka, Mashiko Nana, Kobayashi Akio, Tezuka Yoshihito

Abstract
We mixed various kinds of metal compounds into lime glaze respectively. Then we spread them on unglazed 

pottery, which we made before and investigated changes in color after firing.

１．目的

益子焼などの陶磁器に用いられる釉薬が、含有する金属化合物によって焼き上がりの色が変化する原因を研

究する。

２．方法

益子白土を使用して板を作成し、マッフル炉を用いて 800℃で 8時間素焼きをする。次に、石灰釉 50g と様々

な金属化合物を純水 40mL にそれぞれ混ぜたものを釉薬として素焼き板に塗った。最後に、1200℃で 8 時間本

焼きを行い、色を比較した。
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３．結果

   石灰   Ca   Cr   Mn   Fe   Co   Cu   Zn

４．考察

典型元素では白または透明になったが、第 4周期の遷移元素では色が付いた。焼く前の釉薬もすでに色が付

いていたが、焼いた後に色が変化した理由として、d軌道の電子が何らかの影響を与えた可能性が考えられる。

５．参考文献
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６．キーワード

釉薬 益子焼 金属 d軌道 配位子場理論

日夜，実験やディスカッションに励み，完成させた

研究を発表する機会がやって来ました。どのような質

問が来るのか緊張と期待が入り混じります。

ポスター発表が終わり，一同清々しい表情で

す。3年生はこの発表会をもって引退します。次

のバトンは下級生へと引き継がれます。

今回の研究は当初の見込みよりもかなり難解なものとなりました。生徒達は夜遅くまで黒板に向か

い，白熱した勉強会を行い，その様子は大学のゼミを彷彿とさせるものでした。「益子焼」という身近

なテーマをここまで深められることに，一同科学の奥深さを実感致しました。難解な結論をポスターで

一般の方にわかるように説明することはとても難しいことであり，生徒達も思いが伝わらずに歯がゆい

思いをしたのではないかと思います。「わかりやすい説明の技術」という今後の宿題も貰い，研究を引

き継ぐ 1・2年生は身も改まる思いです。3年生は今後，大学でこの経験を大いに活かせるものと思いま

す。他校生や様々な教員の方々との議論も深まり，大変有意義な 2日間を過ごしました。


